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スの増加が比較的小さくなることが分かった。2 つ目は、点間の移動速度について x 軸方向と y
軸方向で異なっているときの最適な結合方法について実験した。その結果、移動速度の速い軸の
方向に結合することでパスの距離を比較的小さくすることができた。3 つ目に、領域の幅と移動
速度が同時に異なる場合についての結合方法について実験した。その結果、領域の幅に関してパ
スの距離の増加を抑える結合方向と点間の移動速度に関してパスの増加を抑える結合方向とが同
じ方向の場合、移動速度が減少してもパスの移動時間は増加しない場合があることを示した。 
 今後の課題としては、領域内のデータの分布に考慮した結合方法やそのときの最適な分割数を
求めることで、得られたパスの距離の増加を抑える方法を見出すことが挙げられる。 
